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A-III-14 解 離性 大 動 脈 瘤 の外 科 治 療 に つ い て

浜松医科大学 第1外 科

原 田 幸 雄 鈴 木 一 也 金 井 宏 之 竹 下 力

大久保 忠 俊 河原崎 秀 雄 橋 本 大 定 山 口 貴 司

吉 村 敬 三

解離性大動脈瘤 の治療については まだ定ま った手術方

法がな く症例 ごとに最善の方法を選 ぶ必要が ある.わ れ

われの教 室で経験 した症例は15例 であ り,I型3例,

II型1例,IIIb型11例 であ る.こ の うちI型2例,II

型1例,IIIb型6例 に手術 を行 った.

症 例

I型 お よびII型 は表1に 示す4例 で,第1例 はanu-

loaortic ectasiaを 伴 うMarfan症 候群でBentall法 に

Cahrol's trickを加 え,右 冠 動脈解離 のためにGore-Tex

に よるA-C bypassを 追 加 したが1ヵ 月後MOFの ため

死亡 した.第2例 はMarfan症 候 群であるが大動脈弁閉

鎖不全が軽度のため内膜 亀裂部で解離腔 を閉鎖 しパ ッチ

グラフ トを縫着 し2年 後の現在 元気 に仕事 に従事 して い

る.第3例 はII型 で発 症後5ヵ 月 の慢性期であ ったが心

室 性不整脈が 頻発 し大動脈造影に より図1の ごとく拡 張

期 には仮性腔に血流が戻 り真腔 の著 しい狭窄が認め られ

た。 リング付 グラフ トを挿入 した後には不整脈も消失 し

術前は冠血流が抑え られた と考 え られ る.I型 の1例 は

脳卒 中後 の片麻 痺,神 経 性膀胱などが あ り手術をせず退

院 したが2年 を経過 し健在 である.

IIIb型 の手術例 は6例 で,第1例 は急性期に手術を行

ったが 縫合部か らの出血 で失 った.

第2例 は嚢胞 腎に よる高血圧,腎 機能不全のあ る症例

で発症後18日 目に リング付 グラフ トを挿入 したが,術

後 も腎機能 障害,stress ulcerな どか らMOFと な り2

ヵ月半後に死亡 した.以 後 の4例 はthromboexclusion

法を行 った.第3例 は術後1年9ヵ 月の現在通院 中であ

るが,そ の間に早期 胃癌を認め レーザー焼 灼に より治療

を続けてい る.第4例 は冠動脈 に狭 窄を認 めるも狭心痛

な くthromboexclusion法 を行 ったが翌 日心筋 梗塞に よ

る左室破 裂で死亡 しlong bypassに よる冠血流 の減少が

原 因 と考 え られた.第5例 は体重100kg以 上 の格 闘技

の選手で脂肪壊死か ら縦隔炎を併 発 し死亡 した.第6例

は胃切除 の既往があ りフィブ リン糊加工 のdouble velo-

ur graftを 腹直筋 後面か ら側方 に回わ して腹部大動脈に

吻合 し経過良好で退 院 したが5ヵ 月後に胸部大動脈瘤 の

表1 I・II型 解離性大動脈瘤症例

手 術 例

非手術例
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破 裂で死亡 した(図2).

IIIb型 の非手術例は5例 で,そ の うち1例 は腹部大動

脈瘤 の手術 の既往があ り血管造影上は解離 の所見がな く

嚢状 の胸部大動脈 瘤の診 断で手術 を予定 したがその前 に

破 裂 し死 亡 し,剖 検では解離 が腹部 の グラフ トで妨 げ ら

れ仮性腔内圧 の急速な上昇が原因 と考 え られた.さ らに

1例 は腎機 能不全で死亡 してい る.そ の他 の1例 は 胃癌

と同時に診断 されたが 胃癌の手術 のみで退院 した.

考案お よび結 論

以上 の15例 は60才 以上が多 く他 の疾患を合併 して

いる症例 がほ とん どで手術 の適応 に問題が ある.I, II

型 は手術 を行 うべきであるが,III型 保存療法 の5年 生存

率1)は 胃癌のstage IIIの手術後の生存率2)お よび脳卒 中

の保存療法 とほぼ同率で,わ れわ れの症例 の ように慢 性

期IIIb型 では悪性腫瘍 の治 療を 先に 行 うべ きであ る.

方法 と してthromboexclusion法 は冠血行障害や遠隔期

破 裂な どの点か ら再検討す る必要が ある.
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